

















































































































板橋区 調査対象者数 第一 第が
二手段障害者 実数(B)A/B× 明人数らかな障害部位 数 (A) 100% 
4見 覚 障 害 961 62 6.5 56 
聴覚・平衡機能障害 1，157 58 5.0 42 
音声・言語障害 62 54 87.0 58 
し体不自由 4，735 261 5.5 247 
内 部 障 害 721 7 1.0 7 
そ の 他 21 18 
不 明 199 





サンプ カテゴリーウエイト レンジ 偏相関係数|
ル数 -0.50 +1.0 数値 順位 数値 順位|
1 級 38 • 
0.81 3 0.27 2 
障害等級 2 級 50 
• 3 6 級 47 • 視 覚 27 • 
1.82 1 0.25 3 
障 害
発衡・音声・言語・ろうあ 30 
• し 体 不 自 由 74 • 内 部 そ の 他 4 • O 18 歳 27 • 0.27 6 0.10 6 年 齢 19-59歳 38 • 60 歳 以 上 70 • つ え 1 本 2 本 48 • 0.85 2 0.22 4 補装具 車 し、 す 23 • そ の 他 31 4・用 b 、 な しミ 33 
• 歩行可能 歩けない-200m まで 81 • 
0.22 7 0.08 7 
距 離 200m 以 上 歩 け る 54 
• 階 設 普 通 Z主乙3弘 れ る 65 • 
0.79 4 0.21 5 
(10段)
介助者付で登れる 38 • エスカレータ等あれば登れる 32 • 自力外出 一人で外出が可能 64 • 
0.78 5 0.28 1 
付添等で外出が可能 71 ' 相 関 比 0.443 







































































申咽泊調 。却 咽・ ω ω 
構成比(% ) 大鐘鎗送交通手段利用率 f四百)
図-3 補装具別交通手




















第一手段 df・41 1'.145.7 信頼度=0.0001<0.01%) 





































































レンジ 偏相関係数 レ ンジ 偏相関 係数
変数名 実 数 順位 実 数 順位 実 数 順位 実 数 順位
障 害 等 級 0.317 4 0.107 3 0.282 7 0.066 7 
障 害 程 度 0.360 3 0.096 4 1.156 1 0.242 1 
年 メ~ 0.172 5 0.058 5 1.000 3 0.229 2 
補 助 具 1.782 1 0.342 1 0.482 6 O.lll 6 
歩行可能距離 0.090 7 0.029 7 0.655 5 0.168 5 
階 段 0.056 2 0.249 2 1.053 2 0.224 3 































且、信頼度=0.271 0 50 100 
、'bn-349 利用率 (%) 

















































































































難聴 言語 弱視 全盲
平衡
l本 杖 いす ない 度% 機能 度%
l.行先案内版(よめない) × ム O 0.0 × O O 0.0 
2.行先案内放送(ききとれない) × ム 0.0 O ム ム × 。
3.行先を聞く(できない) × × ム × 。 ム × × 0.0 I 
4.お金の支払(できない) × O 0.0 × ム × 0.0 
5.乗降口の高さ(高い) O O O ム 0.0 × O O O O 0.1 
6.乗降口の広さ(狭い) ム O ム 0.0 × ム ム 37.7 
7.乗降口の手すり(利用しにくい) ム ム ム ム 0.0 × 乙込 ム 52.3 
8.優先席の数(少ない) ム O ム ム ム 0.9 ム O O O 8.2 
9.押ボタン(利用しにくい) ム ム 正己 ム 0.0 × ム ム ム 39.9 
10.停留所のベンチ(ないと困る) O ム ム O 0.0 ム ム O ム O 2.9 
11.停車位置のブレ(困る) O O O ム 0.0 ム O ム O 11.0 
12.運転手の態度(悪い) 73.0 ム ム 40.3 














難聴 言語 弱視 全盲
平衡 信頼
パス利用者と l本 杖 いす ない 度% 機能 度%
非利用者
l.窓口の位置(わかりにくさ) ム ム O 0.4 O O 0.0 
非利用者
い利用者 2.運賃の表示(わかりにくさ) O D. ム 1.6 ム O O ム 0.1 
3.窓口の高さ O × 。 × 正斗 × 11.7 
H 4.改札口の高さ ム ム O 。 × 8.1 
5.切符の渡し易さ ム × 0.1 × 63.5 
6.ホー ムと電車のすき間 ム O ム 0.0 × ム ム 37.5 
7.ホー ムと電車の段差 ム O 。 ム ム × 71.6 
ffJ 
8.車輔の乗降口の広さ ム ム 0.0 × 8.4 
9.優先席の数 ム 乙込 O O ム 0.5 ム O ム O 55.7 
B 10.駅前の駐車スペー ス ム ム O ム ム 13.5 O ム ム O 14.1 




















































































































Disabled (障害者)， Modal Choice (交通手段選択)， Limited Mobility (移動制約)
